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※本研究の資料編のページ数の都合上、本研究に活用した全資料名の掲載は無理と考え、かな
りの資料名を削除した上でここに載せた。
※削除した部分については、太字とした。
※削除した資料について知りたい方は、下記までご連絡ください。
〒３７７－０３１１
群馬県 北群馬郡 小野上村 大字 村上 ３７６７－１
小野上村立 小野上小学校 ℡ ０２７９（５９）２０３１

吉野 千秋

（本文中の注について）資料編１
『初等教育資料 平成13年８月号 （文部科学省）（１） 』
『平成10年改訂 小学校学習指導要領 （文部省）（２） 』

（３）

『新教育学辞典 （第一法規出版）（４） 』
『東京高等師範学校・東京文理科大学創立六十年』に「明治十九年二月、始めて行軍旅行（５）

。（ ） 〔 〕 。（ ）」 。を実施す 中略 今日広く行はるる修学旅行の嚆矢 こうし である 下略 とある
森有礼は初代文部大臣に就任した後 「教育上奏〔じょうそう〕文案」の中で「 前略）（６） 、 （
国家富強〔こっかふきょう〕ノ長計ヲ固〔かた〕フセント欲〔ほっ〕セハ第一中学校以上

〔 〕 （ ） 〔 〕 〔 〕諸学校ノ教科時間ヲ割 さ キ 中略 兵式体操 へいしきたいそう ノ練習ヲ以 もっ
テ（中略）学生ヲシテ武毅順良〔ぶきじゅんりょう〕ノ中ニ感化成長セシメ以テ忠君愛国
ノ精神ヲ涵養〔かんよう〕シ（下略 」と述べている。）
また 「兵式体操」については、注 を参照。、 （９）

「資料編５－３」を参照。（７）

「資料編５－１」を参照。この資料は、明治21年12月の県尋常師範学校の修学旅行につい（８）

て書かれたものだが 「且昨年ノ修学旅行ニ比スレバ労少クシテ利益多シ・・・」の一文、
があり、明治20年にも修学旅行を実施していたことが分かる。
「尋常師範学校ノ学科及其程度」では 「体操（兵式体操を含む 」が毎週６時間も配当さ（９） 、 ）
れており 「体操」を重視した教育課程であったことが分かる。またその中で 「 前略）、 、（
兵式体操ハ生兵学中隊学行軍演習（下略 」と規定されていた。）
「資料編６、７」を参照。（10）

『忍び寄る軍靴の響き』鈴木健一著「修学旅行」1980年４月号内(財日本修学旅行協会)（11） /
『学制百年史 （文部省）（12） 』
『前橋高校百三年史 上巻 （群馬県立前橋高等学校）には 「由来（ゆらい 、修学旅行（ )13 』 、 ）
に就（つい）ての不平は、頗（すこぶ）る多し」と題して、明治30年代初めに県尋常中学
校の生徒が書き残した「思うに、修学旅行というものは、無意味に汗をかきながら、ただ
山道を迷いながら歩きまわることが目的なのだろうか （中略）名所や旧跡に着いたとい。
っても、ただ名前だけを聞いて騒ぎながら通り過ぎてしまうのは、はたして目的にかなっ
ているのだろうか。こんなことなら、むしろ背嚢（リュックサック）を背負い、銃を持っ
て赤城山腹の野原で行軍する方が有意義だと思うが、そうではない （下略 （口語訳＝。 ）」
研究者）という感想文が載っている。
ｐ３の表１を参照。（ ）14

「資料編５－１」を参照。（ )15

「学制百年史 （文部省）（16） 」
「資料編５－３」を参照。（17）

『前橋高校百三年史 上巻 （群馬県立前橋高等学校）（18） 』
『学制百年史 （文部省）（19） 』
「資料編６」を参照。（20）

「資料編４－１」を参照。（21）

「資料編４－２」を参照。（22）

「資料編４－３」を参照。（23）

明 治 期 に お け る 本 県 師 範 学 校 の 名 称 の 変 遷
〈 群馬大学教育学部百年史』より作成〉『

年 代 変 遷

明治 年 月 日 教員伝習所の設立6 2 1

明治 年 月 暢発学校に改称6 6

明治 年 月 日 群馬県師範学校に改称9 9 20

明治 年 月 群馬県尋常師範学校に改称19 4

明治 年 月 群馬県師範学校に改称31 4
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（参考文献）資料編２
（１）県内諸学校の修学旅行について
○『群馬県史』通史編９ 第一章・学校教育 第二節・近代教育の整備

資料編22 教育 学校教育 (群馬県)
○『群馬県教育史』第一巻 第三編・近代教育の展開 ３・教育令下の学校教育

第二巻 第一編・教育制度の確立と初等教育 ３・教育勅語の渙発と
教育内容の統制

第三巻 第一編・義務教育制度の充実と発展 ３・教育の実際
(群馬県教育委員会)

○『群馬県における近代教育の史的変遷－遠足・修学旅行に視点をあてて－』根岸洋一著
「群馬県教育センター研究報告書」昭和61年度・第116集内 (群馬県教育センター)

○『上野教育會雜誌』第二十七號・明治二十三年一月十五日発刊（上野教育會）
他、修学旅行関係の記事のある号多数

（２）県内尋常高等小学校の修学旅行について
○『桃井校百年のあゆみ （前橋市立桃井小学校）』
他、県内各小学校記念誌多数

（３）県内県立学校の修学旅行について
○『前橋高校百三年史』上巻（群馬県立前橋高等学校）
他、旧制中学校及びその分校を母体とする県立高校の記念誌、旧制県立学校を母体とする
県立高校の記念誌

（４）各市諸学校の修学旅行について
○『前橋市教育史』上巻 第三章・近代教育の確立 第一節・小学校令期の前橋の教育

(前橋市)他、県内各市の教育史

（５）群馬県師範学校の修学旅行について
○『群馬大学教育学部百年史』 第二章 師範教育の確立と教員講習

(群馬大学教育学部同窓会)
○『群馬県教育史』別巻・第三章 初等教育につくした人々・第二節 大正 昭和期におけ・

る教育と主な実践者 (群馬県教育委員会)

（６）国内の修学旅行の現状・歴史について
○『修学旅行のすべて』(財 日本修学旅行協会)、2002年/

（７）修学旅行の歴史について
○『忍び寄る軍靴の響き』鈴木健一著
他、鈴木健一氏の論文多数
「修学旅行」1980年４月号(財 日本修学旅行協会)内/

○『明治期の師範学校に於ける修学旅行について』新谷恭明著
「九州大学教育学部紀要（教育学部門 」1995年第41号(九州大学教育学部)内）

（８）教育制度の定義について
○『新教育学辞典』４ (第一法規出版)

（９）教育制度の歴史について
○『学制百年史』総説 二近代教育制度の創始 三近代教育制度の確立と整備

第一編 近代教育制度の創始と拡充 (文部省)
○『日本近代教育百年史』４ 学校教育(２) (国立教育研究所)

（10）群馬県の変遷について
○『群馬県史』通史編７・一 新時代の到来と群馬県の政治・社会 概説 (群馬県)

（11）明治初期の県内小学校数の変化について
○『群馬県教育史』第一巻・第二編 近代教育の創始・１ 学制の発布と本県の教育

(群馬県教育委員会)

（12）群馬県師範学校の校名の変遷について
○『群馬大学教育学部百年史』 第一章 師範学校の設立と教員養成

群馬大学教育学部関係略年表 (群馬大学教育学部同窓会)
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（13）現行教育課程について
○『平成10年改訂 小学校学習指導要領 （文部省）』
○『平成10年改訂 中学校学習指導要領 （文部省）』
○『平成11年改訂 高等学校学習指導要領 （文部省）』

（14）完全学校週五日制について
○『初等教育資料』平成13年月８号(№740) (文部科学省)

（調査資料）資料編３
（１）群馬県尋常師範学校の修学旅行について
○『修学旅行日記 大谷廣吉氏 筆 （渋川市大谷家所蔵 （明治21年12月17日～）』 ）
○『七十余年の回顧 角田 伝氏 著 （赤城村角田家所蔵）』
○『尋常師範学校宛 修学旅行指令案 （明治26年６月13日付）』
他、修学旅行関係文書多数
「群馬県行政文書件名目録第三集明治期学務Ⅰ （県立文書館所蔵）内」

（２）群馬県尋常中学校の修学旅行について
○『群馬県知事宛 尋常中学校修学旅行認可上申書 （明治27年５月12日付）』
他、修学旅行関係文書多数
「群馬県行政文書第三集明治期学務Ⅰ （県立文書館所蔵）内」

（３）尋常高等小学校の修学旅行について
○『玉村尋常高等小学校修学旅行貯金ノ報告 （明治41年）』
他、修学旅行関係文書多数
「群馬県行政文書第三集明治期学務Ⅰ （県立文書館所蔵）内」

（その他の資料）資料編４

1・現在の修学旅行の目的
※以下の資料は、すべて「修学旅行のすべて(財 日本修学旅行協会)、2002年」による。/

（平成１３年５月調べ）全国の公立小学校の修学旅行の目的
№ 目 的 ％

１ 集団生活のきまりや公衆道徳について望ましい体験を得させる ２５．２％

２ 地理・歴史・文化財などを実地に見聞し学習を拡充する ２４．２％

３ 楽しい思い出を作る １６．４％

４ 師弟や児童相互の人間関係を深める １０．３％

５ 自然の偉大さ美しさにふれ豊かな情操を育てる ８．３％

６ 政治・経済・産業などの重要地を直接見聞し学習を拡充する ７．０％

７ 自然を観察し、研究して教室では得られない学習や体験をさせる ３．５％

８ 健康・安全に気をつけ進んで心身を鍛える ２．４％

９ その他 ２．２％

農・山・魚村などの生活体験を通して理解を深める ０．４％１０

（平成１３年５月調べ）全国の公立中学校の修学旅行の目的
№ 目 的 ％

１ 集団生活訓練（人間関係の育成） ３０．９％

２ 歴史学習（史跡・美術・文学などを含む） ２２．５％

３ 学校生活の良き思い出づくり １９．９％

４ 社会科学習（産業・工場見学などを含む） ９．７％

５ 地理学習（自然・人文・地質などを含む） ７．１％

６ その他 ６．０％

７ 自然に親しみ、からだを鍛える ３．８％
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２・関東地方の諸学校の修学旅行先

３・全国の公立学校の修学旅行日数

（平成１２年５月調べ）全国の公立高校（全日制）の修学旅行の目的
№ 目 的 ％

１ 地理・歴史・政治・経済などを直接見聞し学習を拡充する

地域の文化・民族・生活の調査活動 ２３．１％

２ 自然の偉大さ美しさにふれ豊かな情操を育てる

スキー・登山などのスポーツ学習 １９．２％

３ 集団生活のきまりや公衆道徳について望ましい体験を持たせる １８．５％

４ 師弟や児童相互の人間関係を深める １７．５％

５ 生涯を通して学校生活の楽しい思い出を作る １３．７％

６ 国際理解・国際親善

その他 ７．６％

小学校 中学校 高校
№ 旅行先 ％ № 旅行先 ％ № 旅行先 ％

１ 関東 ７２．３％ １ 近畿 ８３．８％ １ 九州 ６４．６％

２ 中部 １７．４％ ２ 東北 ８．３％ ２ 北海道 ２６．８％

３ 東北 ６．１％ ３ 中部 ３．０％ ３ 近畿 １８．７％

４ 近畿 ５．６％ ４ 中国 ２．３％ ４ 中国 ６．９％

５ その他 ６．３％ ５ その他 ４．３％ ５ その他 ６．０％

（注）小・中・高校とも複数回答。小・中学校については平成１３年５月、高校につい

ては１２年５月調べ。

小学校 中学校 高校（全日制）
№ 日数 ％ № 日数 ％ № 日数 ％

１ １泊２日 ５４．３％ １ ２泊３日 ７３．９％ １ ３泊４日 ５３．２％

２ ２泊３日 １５．２％ ２ ３泊４日 ２３．５％ ２ ４泊５日 ３４．２％

３ ３泊４日 ０．５％ ３ ４泊５日 ２．２％ ３ ５泊６日 ６．８％

（注１）小学校の３０％については不明。１泊２日は８４．３ ４ ２泊３日以内 ５．４％

％の誤りか。 ５ その他 ０．５％

（注２）小・中学校については平成１３年５月、高校については１２年５月調べ。
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貞
源

頼
朝
舟
田
長
門
入
道
善
昌
ノ
墓
及
其
他
数
十
ノ
墓
ア
リ
シ
ガ
適
当
ナ
ル
案
内
者
ナ
ク

シ
一
一
之
ヲ
確
知
ス
ル
事
能
ハ
ズ
。
是
ヨ
リ
僅
ヲ
距
テ
テ
新
田
義
宗
公
ノ
墓
ア
リ
。
是
ヨ
リ
下
リ
テ
山

田
郡
大
間
々
町
ニ
至
ル
。
此
時
先
発
者
出
迎
ヒ
案
内
シ
テ
二
組
十
五
人
三
組
ノ
内
八
人
ハ
吉
野

屋
ニ
四
組
十
六
人
及
本
部
ハ
豊
田
屋
ニ
一
組
十
五
人
三
組
ノ
内
九
及
毛
利
青
松
鈴
木
ノ
三
氏

ハ
鶴
屋
ニ
宿
ス
。
散
歩
時
歩
ハ
午
后
八
時�

ナ
リ
。

午
前
六
時
三
十
分
起
床
。
同
八
時
全
隊
本
隊
ノ
旅
宿
豊
田
屋
ノ
前

同
十
八
日
曇
天
。

ニ
集
リ
整
列
シ
テ
二
隊
ニ
分
レ
一
隊
ハ
山
田
髙
小
学
校
第
二
分
校
ヲ
他
ノ
一
隊
ハ
大
間
々

尋
常
小
学
校
ヲ
余
観
ス
。
同
八
時
四
十
五
分
大
間
々
尋
小
学
校
ニ
達
シ
暫
時
休
息
ノ

後
七
人
ツ
ツ
分
レ
テ
各
教
場
ヲ
余
観
ス
ベ
キ
ノ
報
知
ア
リ
。
各
組
ヲ
先
メ
ヨ
リ
余
輩
ハ
尋
常

科
第
二
年
級
教
場
ニ
入
ル
ニ
普
通
科
第
三
読
本
ノ
授
業
ニ
テ
生
徒
ハ
三
十
六
人
授
業
ハ
小
林
喜
八

氏
ニ
シ
テ
生
徒
モ
可
ナ
リ
。
騒
々
シ
カ
ラ
ズ
シ
テ
授
業
モ
畧
宜
敷
様
ニ
見
エ
タ
リ
。
同
十
時
三
十
分
両
隊
当
校

ノ
庭
中
ニ
テ
合
併
整
列
シ
テ
出
立
ス
。
此
時
松
本
源
作
氏
病
作
リ
テ
帰
校
ス
。
同
十
時
三
十
八
分

髙
野
春
吉
氏
ノ
墓
ニ
至
リ
香
ヲ
立
テ
テ
拝
礼
シ
是
ヨ
リ
進
テ
同
十
一
時
五
十
五
分
南
勢
多
郡

穴
原
村
路
傍
ナ
ル
渡
良
瀬
川
ノ
北
岸
貴
船
神
社
ノ
境
内
ニ
テ
行
厨
ヲ
出
シ
テ
之
ヲ
食
ヒ
此
時

先
発
者
飯
塚
慶
次
郎
對
比
地
関
三
郎
沢
口
蔦
五
郎
根
岸
福
弥
塚
越
弁
三
ノ
五
氏
出

立
ス
。
後
午
後
零
時
三
十
分
路
傍
ニ
整
列
。
滝
沢
教
頭
ヨ
リ
此
ノ
如
ク
一
ノ
「
ソ
サ
イ
チ
ー
」
ヲ
ナ
ス
ニ

当
リ
一
人
ノ
不
注
意
ヨ
リ
全
体
ノ
「
ソ
サ
イ
チ
ー
」
ヲ
害
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
一
同
各
自
注
意
シ
テ
全
体
ノ
「
ソ

サ
イ
チ
ー
」
ヲ
害
サ
ズ
又
我
モ
後
ニ
ハ
藁
履
ヲ
穿
ク
カ
モ
計
リ
難
シ
ト
雖
モ
此
修
学
旅
行
ハ
気

質
鍛
錬
ナ
レ
バ
少
シ
位
ノ
足
痛
ニ
テ
漫
ニ
藁
履
ヲ
穿
カ
ザ
ル
様
云
々
及
ヒ
毛
利
幹
事

ヨ
リ
服
装
ヲ
乱
サ
ザ
ル
様
注
意
ス
ベ
シ
云
々
ノ
御
話
ア
リ
。
終
テ
午
后
零
時
四
十
分
出
立
。

同
二
時
四
分
南
勢
多
郡
水
沢
村
渡
良
瀬
川
ノ
岸
ニ
テ
小
憩
。
同
二
時
四
十
分
花
輪
駅
ニ

達
シ
三
組
十
七
人
二
組
ノ
内
八
人
中
知
屋
ニ
一
組
十
五
人
及
副
監
教
頭
今
井
屋
ニ
二
組
ノ
内

七
人
及
本
部
ハ
吉
田
屋
ニ
四
組
十
五
人
ハ
若
松
屋
ニ
宿
ス
。
先
発
者
ハ
午
后
零
時

四
十
五
分
当
駅
ニ
着
シ
同
二
時
四
十
分
駅
ノ
入
口�

出
迎
ス
。
余
ハ
着
宿
ノ
後
滝
沢
教
其
他

生
徒
十
余
人
ト
石
原
和
三
郎
家
ノ
宅
ニ
行
キ
テ
種
々
饗
應
ヲ
受
シ
テ
宿
ニ
帰
ル
。
散
歩

時
間
ハ
前
日
ノ
如
シ
。

（
文
面
削
除
）

午
前
六
時
三
十
分
起
床
。
同
八
時
旅
宿
ノ
前
ニ
整
列
シ
直
ニ
出
立
シ
栃

同
二
十
四
日
晴
天
。

木
縣
尋
常
師
範
学
校
ニ
至
リ
楼
上
ノ
講
堂
ニ
テ
背
嚢
ヲ
ヲ
ロ
シ
当
校
及
当
校

附
属
小
学
校
及
栃
木
縣
尋
常
中
学
校
ノ
三
校
ヲ
廻
観
シ
タ
レ
此
何
レ
モ
各
室
ス
ト

ー
ブ
ノ
後
ア
リ
。
師
範
校
ハ
構
造
宏
大
ニ
シ
テ
一
室
ニ
学
務
課
ヲ
置
ク
。
男
生
徒
八
十
名
計
女
生
徒
十
四
名
ニ
シ
テ

当
校
附
属
小
学
校
ハ
生
徒
百
五
十
名
計
中
学
校
モ
同
百
五
十
名
計
ニ
シ
テ
女
子
部
ア
リ

ト
云
フ
。
何
レ
モ
授
業
ナ
リ
。
唯
見
ル
所
ハ
教
室
寝
室
等
ノ
整
頓
等
ナ
リ
。
再
ヒ
講
堂
ニ
至

リ
暫
時
休
息
ノ
後
背
嚢
ヲ
負
ヒ
師
範
学
校
生
徒
ノ
先
導
ニ
テ
八
幡
山
ニ
登
リ
小
憩
後

降
リ
テ
行
厨
ヲ
負
ヒ
宇
都
宮
旧
城
趾
ナ
ル
体
操
場
ニ
至
リ
師
範
学
生
徒
二
隊
ニ
分
レ
一
隊

ハ
中
隊
運
動
一
隊
ハ
柔
軟
体
操
ヲ
行
ヒ
次
ニ
甲
乙
両
組
合
併
ニ
テ
銃
釼
術
ヲ
ナ
シ
終
テ

河
内
郡
第
一
髙
等
小
学
校
ニ
至
リ
玄
冠
前
ニ
整
列
シ
ソ
レ
ヨ
リ
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
ニ
行
キ
一
礼

ヲ
行
フ
。
此
時
滝
沢
教
頭
栃
木
縣
師
範
学
校
生
徒
ニ
對
シ
優
遇
ニ
預
リ
シ
ヲ
謝
シ
受

栃
木
縣
尋
常
師
範
学
校
教
頭
旅
行
ノ
疲
ナ
ル
ニ
モ
拘
ラ
ズ
体
操
ヲ
行
ヒ
タ
ル
ヲ
労

シ
分
レ
テ
暫
時
休
憩
ノ
後
午
後
零
時
四
分
発
ノ
蒸
車
ニ
乗
リ
込
ミ
宇
都
宮

ヲ
出
立
シ
同
五
十
分
小
山
停
車
場
ニ
達
シ
小
憩
シ
テ
蒸
車
ヲ
乗
リ
代
ヘ
車
中
ニ
行
厨
ヲ
開

キ
自
由
ニ
之
ヲ
喫
ス
。
ソ
レ
ヨ
リ
栃
木
佐
野
足
利
等
ヲ
経
テ
同
二
時
四
十
五
分
桐
生

ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
ニ
到
着
シ
是
ヨ
リ
蒸
車
ヲ
下
リ
山
田
髙
等
小
学
校
ニ
至
リ
庭
中

ニ
テ
暫
時
休
憩
ノ
後
当
校
生
徒
隊
列
運
動
球
竿
体
操
及
柔
軟
体
操
ヲ
ナ
シ
次

ニ
甲
乙
丙
ノ
三
組
合
併
ニ
テ
柔
軟
体
操
ヲ
行
ヒ
ソ
レ
ヨ
リ
当
校
ノ
教
場
ヲ
廻
覧
シ
テ
出
立
ス
。
此
時
大
竹
光
八

氏
足
痛
ニ
テ
列
ヲ
離
シ
旅
宿
金
木
屋
ニ
行
ク
。
是
ヨ
リ
相
生
尋
常
小
学
校
及
機
織
場
ヲ
余
観

シ
四
時
十
七
分
旅
宿
ニ
着
ス
。
本
部
及
四
組
十
六
人
一
組
ノ
内
一
人
ハ
金
木
屋
一
組
十
四
人
三
組
ノ
内
九
人
ハ
丸
屋

三
組
ノ
内
八
人
及
二
組
ハ
藤
屋
ニ
泊
ス
。
散
歩
ノ
時
間
ハ
午
后
八
時�

ナ
リ

午
前
六
時
三
十
分
起
床
。
同
八
時
本
部
ノ
旅
宿
金
木
屋
ノ
前
ニ
集
リ
直
ニ

同
二
十
五
日
晴
天
。

出
立
。
同
九
時
三
十
分
南
勢
多
郡
新
川
村
林
中
ニ
テ
小
憩
。
同
十
一
時
十
五
分
同
郡
女
渕
村
路
傍

ノ
墓
所
ニ
テ
小
憩
。
午
後
零
時
二
十
分
大
胡
町
ニ
テ
一
組
二
組
本
部
ハ
伊
勢
屋
三
組
四
組
ハ
美

濃
屋
ニ
テ
弁
當
ヲ
食
シ
同
一
時
五
分
出
立
。
同
二
時
三
十
分
南
勢
多
郡
沖
村
ニ
テ
小
憩
。

ソ
レ
ヨ
リ
前
槗
ニ
着
シ
校
門
ヲ
入
リ
全
隊
整
列
ス
。
此
時
滝
沢
教
頭
ヨ
リ
今
日
只
今
二
十
一
年
度

修
学
旅
行
ヲ
終
レ
リ
。
此
度
ノ
旅
行
ハ
日
数
九
日
ニ
シ
テ
里
数
凡
五
十
四
里
ニ
シ
テ
サ
レ
ハ
病
気
足
痛

等
ノ
者
ア
リ
シ
ガ
全
体
ニ
●
ヒ
ハ
実
ニ
僅
少
ノ
事
ニ
テ
今
日
帰
校
シ
タ
ル
。
滝
沢
ニ
戻
リ
テ
満
足
ナ
リ
。
且
昨
年
ノ

修
学
旅
行
ニ
比
ス
レ
バ
労
少
ク
シ
テ
利
益
多
シ
云
々
及
明
日
ハ
御
目
ニ
掛
ル
事
ヲ
得
ル
カ
計

リ
難
ケ
レ
バ
ト
テ
冷
水
浴
ノ
事
ニ
付
テ
其
利
益
及
此
冬
帰
省
ス
ル
モ
怠
ル
事
勿
レ
云
々
ノ
御

話
ア
リ
。
終
テ
全
隊
分
ル
。
時
ニ
午
后
三
時
二
十
七
分
ナ
リ
。

右
ノ
日
記
ハ
余
リ
●
長
ニ
流
レ
ン
事
ヲ
恐
レ
形
容
及
考
等
ハ
畧
シ
テ
記
セ
ス
。
因
テ
左
ニ
聊
カ
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考
ヲ
述
ブ
。

今
度
ノ
旅
行
ニ
テ
旅
行
ニ
テ
利
益
ヲ
得
シ
事
多
シ
ト
。
就
中
最
多
キ
ハ
足
尾
村
銅

山
ニ
テ
余
ハ
未
ダ
嘗
テ
礦
山
ヲ
見
シ
事
ナ
ケ
レ
バ
銅
坑
ト
云
ヒ
焼
場
ト
云
ヒ
其
他
種
々

ノ
機
関
未
ダ
想
像
モ
セ
ザ
ル
所
ニ
シ
テ
至
ル
所
見
ル
モ
ノ
皆
驚
ク
ノ
ミ
。
既
ニ
本
文
中
ニ
述
ル

如
ク
充
分
ニ
説
明
ヲ
聞
ク
事
ヲ
得
ズ
。
因
テ
種
々
ノ
機
関
ヲ
連
続
シ
テ
順
序
正
シ
ク

了
解
ス
ル
能
ハ
ズ
ト
雖
モ
銅
山
ハ
此
ノ
如
キ
者
ナ
ル
ノ
大
畧
ヲ
知
ル
ニ
足
レ
リ
。
又
当
所
吏

員
ノ
親
切
丁
寧
ナ
ル
ニ
ハ
感
ゼ
リ
。

旅
行
ノ
最
モ
困
難
ナ
リ
シ
ハ
二
十
一
日
二
十
三
日
ノ
両
日
ニ
シ
テ
二
十
一
日
山
中
ノ
険
路
ヲ
登

リ
中
善
寺
湖
畔
ヲ
過
ル
中
ハ
最
早
十
二
時
過
ギ
空
腹
且
雪
中
ナ
レ
バ
両
足
ハ
氷
ル
ガ
如
ク
。

二
十
三
日
ハ
旅
行
中
行
程
（
蒸
車
ニ
乗
リ
シ
日
ヲ
除
ク
）
最
多
ク
泥
濘
ニ
テ
肉
●
ヲ
生
ジ
中
食
前

ハ
随
分
空
腹
ナ
リ
シ
ガ
両
日
ト
モ
歩
行
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
程
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
リ
シ
ナ
リ
。

里
俗
ニ
日
光
ヲ
見
ザ
レ
バ
結
構
ヲ
云
フ
勿
レ
ト
ノ
事
ヲ
聞
キ
居
タ
リ
シ
ガ
実
際
之
ヲ
観
ル
ニ
至
リ

テ
ハ
想
像
程
ニ
ハ
非
ザ
リ
シ
ナ
リ
。
然
シ
此
唯
美
麗
ト
云
フ
ベ
キ
事
又
諸
侯
ヨ
リ
巨
額
ノ
金
円

ヲ
費
シ
種
々
ノ
献
寄
物
多
キ
ヲ
見
レ
バ
夫
レ
或
ハ
徳
川
氏
ノ
諸
侯
ヲ
疲
弊
セ
シ
メ
ン
ト
ノ
一
政

畧
ナ
ラ
カ
ト
考
ヘ
タ
リ
。

栃
木
縣
尋
常
師
範
学
校
ハ
我
群
馬
県
尋
常
師
範
学
校
ニ
比
ス
レ
バ
校
舎
ノ
宏
大

ナ
ル
ト
「
ス
ト
ー
ブ
」
ノ
備
付
等
ハ
遥
ニ
勝
レ
リ
ト
雖
モ
手
前
味
噌
ノ
毀
リ
ハ
免
ル
ル
事
能
ハ
ザ

ル
ベ
ケ
レ
ド
整
頓
清
潔
等
ニ
至
リ
テ
ハ
之
ガ
下
ニ
出
ズ
ト
感
ゼ
リ
。

当
校
職
員
生
徒
諸
君
ヲ
送
リ
迎
ヘ
等
特
別
ノ
優
遇
ヲ
蒙
リ
シ
ハ
歓
喜
に
堪
ヘ
ザ
ル
ナ
リ
。

又
生
徒
諸
君
ノ
体
操
ハ
随
分
見
事
ナ
リ
キ
。大

谷

廣

吉

２
・
『
七
十
余
年
の
回
顧
ー
そ
の
３
ー
』

（
勢
多
郡
赤
城
村
角
田
家
所
蔵
）

（
注
）
資
料
活
用
の
便
宜
上
、
小
項
目
は
太
文
字
と
し
た
。

（文
面
削
除
）

（７
）足
尾
鑛
山
見
学

此
見
學
も
鈴
木
棟
一
先
生
の
引
率
さ
れ
し
も
の
な
る
が
、
雨
後
の
日

に
て
、
道
路
泥
濘
よ
く
滑
り
て
足
尾
ま
で
ゆ
く
間
に
二
足
の
草
鞋

を
切
ら
せ
し
事
を
記
憶
す
、
先
つ
早
朝
に
前
橋
を
出
て
勿
論
列

な
ど
作
ら
す
三
三
五
五
大
胡
よ
り
月
田
を
経
て
神
梅
を
過
ぎ
田
澤

水
沼
、
花
輪
、
神
戸
、
草
木
、
澤
入
を
渡
良
瀬
川
に
沿
ひ
て
足
尾
町
に

至
れ
り
、
行
程
十
五
里强

今
の
青
年
に
は
驚
く
へ
き
距
離
な
り
、
翌

日
足
尾
町
を
出
て
て
鉱
山
を
見
学
す
精
鉱
所
よ
り
冶
金
場
な
ど
全

部
を
見
学
し
坑
内
に
も
入
り
て
採
掘
す
る
様
ま
で
実
見
せ
り
、
夫
れ

よ
り
再
ひ
足
尾
町
尓
歸
り
て
中
食
を
済
ま
せ
歸
橋
の
準
備
を
な
す
以

上
の
行
程
正
に
二
・
三
里
午
後
足
尾
町
を
出
て
て
大
間
々
町
に
至
る
此
行
程

九
里
と
云
ふ
此
日
●
中
に
疲
労
せ
し
生
徒
を
出
し
途
中
路
傍

に
倒
れ
て
容
易
に
動
か
ざ
る
も
の
あ
り
き
、
夜
に
入
り
て
全
部
大
間
々
町
の

豊
田
屋
に
集
ま
り
て
宿
泊
す
、
然
る
に
此
夜
数
名
の
生
徒
が
喧
嘩
を

始
め
憤
慨
の
極
夜
中
前
橋
ま
で
帰
へ
る
と
云
ひ
て
出
發
せ
り
、
此
生

徒
は
伊
勢
崎
辺
の
出
身
に
て
後
藤
某
に
て
足
の
長
き
こ
と
驚
く
べ
き

程
に
て
座
し
て
両
脚
を
肩
に
擔
き
て
戯
る
る
男
な
り
き
、
他
の
生

徒
は
一
泊
後
帰
校
せ
し
が
鬼
に
角
當
時
の
生
徒
の
歩
行
力
は
今

考
ふ
る
に
も
驚
く
べ
き
程
な
り
き
、

（
文
面
削
除
）

（
２
４
）
修
学
旅
行

時
々
修
学
旅
行
を
実
施
せ
し
が
、
其
名
の
如
く
修
學
に
し
て
又
氣

質
鍛
錬
を
な
す
を
最
大
目
的
と
す
、

全
校
生
徒
を
一
隊
と
し
武
装
し
更
に
年
級
に

（
イ
）
伊
香
保
旅
行

よ
り
研
究
に
必
要
な
る
も
の
を
背
嚢
に
收
め
し
む
例
へ
ハ
化
學
藥
品
や

器
具
を
携
帯
す
る
も
の
、
鉱
物
岩
石
を
砕
き
て
採
集
す
る
器
具
を
携

帯
す
る
も
の
動
物
を
採
集
す
る
網
と
か
毒
壷
な
ど
携
帯
す
る
も
の
植

物
を
●
採
集
す
る
器
具
を
携
帯
す
る
も
の
又
寫
生
器
具
を
持
ち

行
く
も
の
等
種
々
の
も
の
を
携
帯
せ
し
む
、

武
装
し
て
前
槗
よ
り
渋
川
を
経
て
伊
香
保
ま
て
徒
歩
す
、
中
々
の
行
程

な
り
宿
舎
は
村
松
と
云
ひ
て
伊
香
保
の
中
程
に
あ
り
た
り
、
漸
く

茲
に
着
し
て
武
装
を
解
く
や
直
ち
に
温
泉
の
分
析
を
始
む
る
も
の

あ
り
、
博
物
の
研
究
に
出
つ
る
も
の
あ
り
、
山
野
に
出
て
て
寫
生
す
る
も
の

あ
り
、
各
成
績
を
呈
出
す
へ
き
に
よ
り
皆
熱
心
に
し
て
多
忙
な
り
と
い
ふ

べ
し
、
先
つ
一
と
通
り
の
研
究
か
終
る
や
自
由
時
間
と
な
り
入
浴
し
て
各

自
勝
手
に
遊
ふ
事
を
得
る
も
の
な
り
、
此
夜
夕
食
の
時
面
白
き
事
件

が
勃
發
せ
り
即
ち
村
松
に
て
は
團
体
を
宿
泊
す
る
目
的
に
て
食
堂
を

作
り
一
度
に
夕
食
を
出
せ
り

（
当
時
全
校
に
て
百
人
内
外
な
り
）

、

食
事
中
吾
妻
出
身
の
篠
原
兼
平
（
面
白
き
野
人
に
て
言
葉
が
甚
た
下
品
）

氏
が
女
中
に
大

根
の
か
う
か
う
を
呉
れ
と
云
ひ
し
處
女
中
が
か
う
か
う
を
持
参

デ
ー
コ
ン

し
て
態
と
デ
イ
コ
ン
の
か
う
か
う
を
上
げ
ま
す
と
云
ひ
て
差
出
せ
し
處
側
の
生
徒

が
生
意
氣
を
云
ふ
奴
だ
退
治
せ
よ
と
命
令
一
下
す
る
や
食
ふ
食
ふ
忽
ち

食
ひ
尽
し
飯
櫃
を
叩
き
飯
を
出
せ
と
怒
鳴
る
、
女
中
か
泣
き
出
す
と

い
ふ
騷
乱
と
な
れ
り
結
局
帳
場
か
出
て
詫
ひ
て
事
は
收
ま
れ
り
、

明
る
日
は
鶏
十
数
羽
と
食
品
と
を
馬
に
て
榛
名
神
社
に
送
り
、
生
徒
は

隊
伍
を
調
へ
て
旅
館
を
出
て
湖
畔
よ
り
天
神
峠
を
越
え
て
榛
名

町
の
某
御
師
の
家
に
向
ふ
（
途
上
栗
を
拾
き
し
よ
り
十
月
頃
な
ら
ん
か
）
携

帯
の
鶏
に
て
薩
摩
汁
を
作
り
て
食
事
を
な
し
再
ひ
伊
香
保
の
帰
り
て

宿
泊
し
翌
日
帰
校
す
帰
校
の
日
は
大
雨
な
れ
と
も
豫
定
を
変
更
せ
ず

渋
川
町
へ
出
つ
る
ま
て
に
雨
水
は
肌
を
流
る
る
様
尓
な
り
外
套
の
頭
布

に
て
顔
は
暑
く
実
に
苦
し
り
き
、

此
旅
行
は
堂
々
た
る
も
の
に
て
気
質
鍛
錬
を
目
的
と

（
ロ
）
浅
間
旅
行

せ
り
、
明
治
二
十
年
の
七
月
十
七
・
八
日
頃
よ
り
実
施
さ
れ
た
り
縣
よ
り

通
過
す
る
郡
一
通
知
し
て
便
宜
を
頼
み
置
き
し
も
の
な
り
、

土
用
最
中
な
る
に
武
装
し
て
銃
器
を
擔
ひ
武
歩
整
然
と
前
槗
よ
り
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高
崎
に
向
ふ
流
汗
何
の
如
し
、
漸
く
高
崎
に
至
れ
ハ
郡
長
始
め
郡

書
記
達
と
小
学
校
職
員
な
ど
に
迎
へ
ら
れ
中
央
小
学
校
に
招
待
さ
れ
麦
湯
、

氷
水
等
豊
富
に
供
與
さ
れ
た
り
、
茲
に
て
中
食
を
な
し
て
休
憇
後
郡
書

記
の
嚮
導
に
て
碓
氷
郡
に
入
れ
ハ
碓
氷
郡
よ
り
萩
原
國
太
郎
と
い
ふ

郡
書
記
に
迎
へ
ら
れ
安
中
町
に
至
る
、
先
つ
小
学
校
に
休
憇
し
夫
れ
よ
り
分
れ

て
数
軒
の
旅
宿
に
入
る
、
本
部
に
は
校
長
以
下
職
員
か
宿
泊
し
て
命
令
は

悉
く
茲
よ
り
下
る
、
先
つ
旅
宿
に
就
け
る
も
ハ
シ
ヤ
ツ
な
ど
洗
濯
す
べ
き
も
の
ハ

全
身
部
自
身
に
て
洗
濯
し
て
物
干
竿
に
掛
ケ
新
し
き
シ
ヤ
ツ
、
服
に
改
め
て
一

応
服
装
検
査
を
受
け
外
出
散
歩
を
許
可
せ
ら
る
、
散
歩
引
上
け

時
間
と
か
、
朝
出
發
前
の
集
合
な
ど
ハ
本
部
よ
り
喇
叭
に
て
知
ら
す
る
も

の
と
す
、

第
二
日
は
郡
書
記
の
嚮
導
に
て
安
中
よ
り
坂
本
ま
て
行
軍
す
る
日
な

り
此
日
は
殊
に
陽
射
激
し
く
其
の
上
昨
夜
寝
台
よ
り
畳
に
下
り
且
蚤
に

攻
め
ら
れ
睡
眠
不
足
な
れ
ハ
疲
れ
も
亦
甚
だ
し
、
松
井
田
よ
り
五
料
に
入

れ
る
頃
ハ
徒
歩
し
つ
つ
眠
り
居
る
も
の
幾
人
も
あ
り
電
柱
に
衝
き
当
り
て

目
覚
む
る
人
あ
り
、
坂
本
の
宿
舎
に
入
り
前
日
如
く
洗
濯
な
ど
し
て
散
歩
時
間

に
昼
寝
し
て
疲
労
を
回
復
せ
り
、
夕
食
後
不
時
呼
集
の
喇
叭
あ
り

驚
き
て
集
合
す
れ
ハ
隊
を
調
へ
て
山
上
の
一
神
社
に
登
り
冷
風
を
浴
み
な

が
ら
内
田
先
生
の
バ
イ
オ
リ
ン
に
て
唱
歌
の
練
習
を
な
せ
り
、
後
●
先
生
の
獨

奏
な
ど
あ
り
た
り
、
偖
て
坂
本
に
て
は
五
軒
位
に
分
宿
せ
し
な
ら
ん
、
翌
朝

の
出
發
時
間
は
前
夜
本
部
よ
り
通
知
さ
れ
居
る
を
以
て
朝
食
時
間
を

宿
主
に
厳
達
し
て
安
心
し
居
り
し
所
朝
食
か
間
に
合
は
ず
余
り
急
が

せ
し
為
め
真
の
あ
る
飯
に
て
漸
く
一
椀
位
に
て
出
發
準
備
に
か
か
れ
ハ
は
や

集
合
喇
叭
は
町
内
に
響
き
渡
り
、
夫
れ
よ
り
隊
伍
を
整
へ
て
碓
氷
峠
を

蹈
破
す
勿
論
汽
車
は
未
だ
無
し
（
松
井
田
ま
で
通
せ
し
頃
）
此
の
碓
氷
峠

は
四
里
と
い
ふ
も
新
道
が
出
来
て
道
ハ
大
に
緩
く
な
り
し
も
距
離
が
甚

だ
し
く
増
大
せ
り
、
或
場
所
に
は
八
町
一
町
の
枕
あ
り
即
ち
旧
道
な
れ

は
一
町
な
る
も
新
道
は
八
町
な
り
と
い
ふ
意
味
な
り
、
朝
食
を
十
分
摂
ら

ず
真
夏
の
行
軍
に
て
軍
装
又
重
け
れ
ハ
途
中
倒
る
る
も
の
阿
り
余
が

班
に
て
は
長
沼
滴
太
郎
（
後
に
宗
●
と
な
り
佐
波
郡
出
身
に
て
縣
會

議
員
な
と
に
な
り
し
男
に
て
当
時
四
年
生
な
り
全
は
三
年
生
）

は
青
く
な
り
し
故
銃
器
な
ど
を
取
り
て
輕
く
し
尚
肩
に
手
を
掛
ケ
さ
せ
な

ど
し
て
漸
く
頂
上
ま
て
登
れ
り
、
輕
井
沢
開
け
始
め
に
て
新
輕
井
沢
の
出
来

た
て
な
り
、
此
新
輕
井
沢
に
到
着
せ
り
、
茲
に
て
休
憇
と
な
り
我
が
班
の
も
の
は

今
朝
殆
ん
と
朝
食
を
せ
ぬ
と
の
理
由
に
て
一
茶
店
に
て
蕎
麦
と
飯
と
を
與

へ
ら
れ
た
り
今
尚
記
憶
す
る
に
蕎
麦
を
八
杯
食
せ
し
も
余
り
空
服
腹
な

り
し
故
殆
ん
ど
味
ハ
無
か
り
き
、

茲
を
立
ち
出
て
て
沓
掛
に
宿
泊
せ
し
か
七
月
二
十
一
日
か
と
記
憶
す
る
に
今
上

簇
中
に
て
早
き
は
繭
掻
き
中
な
り
し
に
は
驚
け
り
何
と
な
れ
ハ
我
が

里
に
て
は
遅
く
と
も
六
月
中
に
は
收
繭
を
終
る
習
慣
な
れ
ハ
な
り
、
茲
に
旅

装
を
解
き
服
装
を
改
め
て
散
歩
を
許
可
す
る
思
い
思
い
に
遊
ひ
た
り
し

も
大
体
野
原
の
方
に
遊
ひ
に
行
き
し
と
き
多
人
数
尓
て
唱
歌
な
と
歌

ひ
し
故
兎
か
驚
き
て
跳
び
出
し
駈
け
ゆ
け
ハ
其
方
に
も
生
徒
か
居
り
て

大
勢
に
て
騷
く
ゆ
へ
又
跳
び
歸
へ
る
、
歸
へ
れ
ハ
又
騷
く
と
い
ふ
風
に
て
何
つ
方
へ
逃
れ

ん
と
す
る
も
騷
き
立
て
ら
れ
遂
に
力
尽
き
て
と
べ
ぬ
様
に
な
り
し
時
荻
野

佐
助
君
尓
蹈
み
殺
さ
れ
た
り

（
荻
野
佐
助
氏
は
後
に
折
原
佐
助
と
な
れ
り
）

、

沓
掛
に
一
泊
し
て
翌
暁
浅
間
山
に
登
山
す
案
内
人
数
名
一
間
位
の
竹

竿
に
提
燈
を
付
け
て
草
の
茂
れ
る
原
野
を
分
け
ゆ
く
い
よ
い
よ
草
も
善
く

生
長
せ
ざ
る
焼
け
石
の
肌
の
表
ハ
る
る
處
に
至
れ
ハ
植
木
に
し
て
も
思
ふ

（
Ｐ
４
２
４
～
４
２
９
の
資
料
が
見
つ
か
ら
な
い
）

（
文
面
削
除
）

３
・
『
群
馬
県
行
政
文
書
件
名
第
三
集

明
治
期
学
務
Ⅰ
』

修
学
旅
行
関
係
文
書
（
県
立
文
書
館
所
蔵
）

（
注
）
資
料
活
用
の
便
宜
上
、
元
資
料
の
印
刷
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
太
文
字
と
し
た
。

『
尋
常
師
範
学
校
宛

修
学
旅
行
指
令
案
』

六

十
三

印

印

六

一
四

印

月

日
決

月

日

浄

校

發

月

日

号
議

書

台

送

一
八
七
八
二
十
六

六

十
三

三

学
務

●
●
●

印

明
治

年

月

日

受

内

務

部

第

課

係

月

日
出

内
務
部
長

課
長

係
長

印

印

印

知
事

指
令
案

指
令
第

号
一
八
六
七

尋
常
師
範
学
校

明
治
二
十
六
年
六
月
十
三
日
甲
第
六
十
六
号
上
申
生

徒
修
学
旅
行
ノ
件
聞
届
ク

年

月

日

知
事

（資
料
削
除
）

『
群
馬
県
知
事
宛

尋
常
中
学
校
修
学
旅
行
認
可
上
申
書
』

甲
第
二
十
四
号

本
校
生
徒
一
同
職
員
附
添
ヘ
本
月
十
七
日

ヨ
リ
往
復
四
日
ノ
日
数
ヲ
以
テ
栃
木
縣
足
尾
銅

山
ヘ
修
學
ノ
為
メ
旅
行
為
致
度
候
ニ
付
御
認
可

相
成
度
此
段
上
申
候
也

明
治
二
十
七
年
五
月
十
二
日

群
馬
縣
尋
常
中
學
校
長
山
本
宣

印
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群
馬
縣
知
事
中
村
元
雄
殿

（
資
料
削
除
）

明
治
四
十
一
年
八
月
『
玉
村
尋
常
高
等
小
学
校
修
学
旅
行
貯
金
ノ
報
告
』

六
、
玉
村
尋
常
高
等
小
学
校
ニ
於
ケ
ル
修
學
旅
行
費

児
童
ヲ
シ
テ
修
学
旅
行
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
事
ノ
教
育
的
價
値

ニ
ツ
キ
テ
ハ
茲
ニ
之
ヲ
論
ス
ル
ノ
必
要
ナ
シ
唯
修
學
旅
行
ハ

其
ノ
方
法
ノ
造
否
注
意
ノ
疎
密
ニ
因
リ
テ
或
ハ
絶
大
ナ
ル

効
果
ヲ
得
或
ハ
言
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
弊
害
ヲ
見
ル
ノ
差

ヲ
生
ス
世
上
皆
修
学
旅
行
ノ
價
値
利
益
ノ
大
ナ
ル
ヲ

認
ム
而
カ
モ
往
々
ニ
シ
テ
旅
行
ノ
目
的
ヲ
遂
ク
ル
コ
ト
能
ハ

サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
徒
ラ
ニ
多
ク
ノ
費
用
ト
多
ク
ノ
時
間
ト
ヲ

費
シ
タ
ル
ニ
終
リ
而
シ
テ
時
ニ
兎
角
ノ
論
議
ヲ
醵

ス
ニ
至
レ
ル
ハ
畢
竟
旅
行
ノ
方
法
ト
注
意
ト
ノ
缺
ク

ル
處
ア
ル
ニ
因
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
ス
又
修
学
旅
行
ヲ
行
フ
ニ

ツ
キ
テ
ハ
学
校
ト
シ
テ
ノ
立
場
ヨ
リ
研
究
ス
ル
ト
同
時
ニ
一

面
児
童
ノ
家
庭
ヲ
立
場
ト
シ
テ
研
究
ヲ
要
ス
ル
コ
ト

ハ
忘
ム
ヘ
カ
ラ
サ
ル
處
ト
ス
即
旅
行
ニ
ハ
幾
何
ノ
旅

費
ヲ
要
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
父
兄
ノ
立
場
ト
シ
テ
父
兄
ノ
哀
心
ヲ
顧
ミ

ザ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
児
童
カ
嬉
々
ト
シ
テ
如
何
ニ
モ
愉
快
ラ
シ
ク

行
フ
修
学
旅
行
ノ
裏
面
ニ
ハ
一
種
言
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
悲

惨
ノ
涙
カ
浪
等
父
兄
ノ
中
ニ
存
在
ス
ル
コ
ト
ヲ
忘
ル
ヘ
カ
ラ
ス

何
ソ
ヤ
旅
費
及
児
童
ノ
服
装
等
ニ
ツ
キ
テ
ハ
貧
困
ナ
ル

世
ノ
父
兄
ノ
胸
中
即
之
ナ
リ

故
ニ
修
學
旅
行
ヲ
行
フ
ニ
ア
タ
リ
テ
ハ
少
ク
ト
モ
左
ノ

三
点
ニ
ツ
キ
テ
研
究
ス
ル
ヲ
要
ス

一
、
旅
行
地
ノ
撰
定

二
、
旅
行
費
ノ
用
意

三
、
旅
行
ノ
方
法

本
校
ニ
於
ケ
ル
旅
行
ニ
ツ
キ
テ
ハ
少
ク
モ
此
等
ノ
諸
奌
ニ
判

シ
テ
ハ
十
分
ニ
研
究
シ
調
査
シ
而
シ
テ
実
施
上
確
カ
ニ
最

便
ニ
シ
テ
効
果
多
キ
ヲ
信
ス
以
下
順
次
ニ
之
ヲ
述
フ
ベ
シ

一
、
旅
行
地
ノ
撰
定

旅
行
地
ノ
撰
定
ハ
学
年
ノ
髙
下
費
用
ノ
多
少
、
主
要
目

的
ノ
如
何
ヲ
始
メ
ト
シ
テ
巨�

、
交
通
、
土
地
ノ
状
況
等

多
方
面
ヨ
リ
研
究
ス
ヘ
キ
事
項
ニ
シ
テ
従
テ
旅
行
ノ
價

値
ノ
生
死
ニ
関
ス
ル
重
要
ノ
事
ト
ス
学
校
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
年
々

歳
々
一
定
セ
ス
其
時
ニ
●
ミ
テ
之
レ
ヲ
定
ム
ル
處
多
シ
此
レ

敢
テ
不
可
ナ
ン
ト
ス
ル
モ
吾
人
ハ
之
ヲ
以
テ
一
種
ノ
弊
ヲ
受

ル
ノ
一
因
ト
シ
一
定
ノ
旅
行
地
ヲ
撰
定
シ
旅
行
ニ
関
ス
ル

規
程
ヲ
定
メ
タ
リ

二
、
旅
行
費
ノ
用
意

前
ニ
モ
述
ヘ
タ
ル
カ
如
ク
旅
行
費
ナ
ル
モ
ノ
ハ
極
メ
テ
僅
少
ノ
金

額
ニ
過
キ
ス
然
カ
モ
貧
富
ノ
別
ナ
ク
強
制
的
ニ
就
学
セ
シ

ム
ル
今
日
ニ
ア
リ
テ
僅
少
ナ
ル
金
額
ト
雖
モ
貧
縷
ノ
家
庭

ニ
ア
リ
テ
ハ
決
シ
テ
容
易
ノ
モ
ノ
ト
見
ル
ヘ
カ
ラ
ス
然
カ
モ
旅
行
ニ

要
ス
ル
実
費
ノ
外
或
ハ
履
物
ニ
或
ハ
手
拭
ニ
等
マ
タ
多
少

ノ
費
用
ヲ
要
ス
然
シ
テ
若
シ
夫
レ
貧
困
ナ
ル
カ
タ
メ
ニ
近

隣
ノ
児
童
ハ
挙
テ
旅
行
ス
ル
ニ
一
人
缺
席
セ
シ
ム
ル
カ
如
キ

悲
惨
ノ
現
象
ヲ
見
ル
カ
如
キ
ハ
務
メ
テ
避
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
聞

説
ク
某
地
ノ
如
キ
ハ
旅
行
前
ニ
於
テ
質
屋
ノ
混
雑

ヲ
見
ル
ト
学
校
カ
修
学
旅
行
ヲ
ナ
ス
カ
為
ニ
父
兄
ヲ
シ
テ
可

愛
ナ
ル
児
女
ノ
為
メ
ニ
茲
ニ
悲
惨
ノ
涙
ア
ラ
シ
ム
ル
カ
如
キ
ハ
出
来

得
ル
限
リ
避
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
因
リ
テ
本
校
ニ
テ
ハ
別
ニ
修
学

旅
行
貯
金
規
程
ヲ
作
リ
毎
月
々
々
貯
蓄
セ
シ
メ

少
ク
モ
旅
行
費
タ
ケ
ハ
知
ラ
ズ
知
ラ
ズ
ノ
間
ニ
用
意
シ
旅
行

ニ
ア
タ
リ
テ
ハ
之
レ
カ
タ
メ
一
戔
ヲ
モ
要
セ
サ
ル
カ
如
ク
セ
リ

(

文
面
削
除
）

５
、
整
理

旅
行
ノ
利
用
即
得
タ
ル
材
料
ヲ
消
化
シ
テ
利
益
ア
ル

様
ニ
ス
ル
コ
ト
ハ
旅
行
事
業
ノ
一
要
部
ナ
リ
整
理
即

チ
之
レ
ナ
リ
旅
行
ノ
準
備
カ
旅
行
以
前
ヨ
リ
ノ
教

授
ニ
其
根
底
ヲ
有
ス
ル
カ
如
ク
旅
行
語
ノ
整
理
モ
亦

教
授
ト
有
機
的
ニ
結
合
シ
テ
教
育
ニ
実
益
ア
ル
様
ニ

力
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
旅
行
ニ
先
チ
テ
ナ
シ
タ
ル
教
授
カ
旅
行
ノ
根

底
ニ
シ
テ
旅
行
後
ノ
教
授
ハ
実
ニ
旅
行
ノ
果
実
ナ
ル
ヘ
シ

旅
行
中
ノ
諸
印
象
ハ
豊
富
ニ
シ
テ
且
多
種
ナ
ル
ガ

故
ニ
之
レ
ヲ
分
離
セ
シ
メ
ス
シ
テ
結
合
セ
シ
ム
ル
ノ
必
要
ア
リ
故

ニ
大
ニ
整
理
ニ
重
キ
ヲ
オ
ケ
リ
加
之
ナ
ラ
ス
引
率
者
ハ
次
ノ

要
目
ニ
ツ
キ
テ
記
載
セ
ル
復
命
書
ヲ
校
長
ニ
差
出

シ
後
年
ノ
参
考
ト
ス

一
、
道
中
ノ
簡
単
ナ
ル
叙
述

二
、
教
授
上
重
要
ナ
ル
材
料
ノ
概
括
的
叙
述

三
、
児
童
ノ
一
般
的
状
態

四
、
実
行
上
殊
持
ノ
奌
ニ
ツ
キ
テ
ノ
経
験

五
、
教
訓
上
ノ
経
験

六
、
将
来
実
行
上
ノ
意
見

七
、
費
用
ノ
計
算

（
旅
行
貯
金
規
程
別
紙
ノ
通
リ
）
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